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VOSO/ES,DPOSリレーショナル形データベース
の開発
DevelopmentofRelationalDatabaseFacilitYforVOSO/ESand DPOS

′ト形計算機の分野では,処理の分散化やOA化の流れに伴って,多種多量のデー

タを取り扱うようになってきた｡このため,データベースを小形計算機システム上

で構築し,ファイルとプログラムの有効活用を図る目的でRDBFの開発を行なった｡

本論文では,リレーショナルデータモデルの考えに基づいたRDBFでのデータ構

造と,その考え方及び仕組みについて述べるとともに,その特長をユーザーの使い

方にそって解説する｡

ll緒 言

処理の分散化やOA(OfficeAutomation)化が近年盛んにな

つてきている｡このため,小形計算機の分野でも取り扱うデ

ータの種類及び量の増加が著しい｡このため,簡単にファイ

ル設計ができ,効率良く外部記憶装置を使用できるファイル

システムが要求されてきた｡リレーショナルデータモデルの

考えに基づくデータベースが,この要求を満たすものとして

最近特に注目されている｡

本論文では,小形計算機システム(VOSO/ES:Virtualstorage

Operating SystemO/ExtendedSystem,DPOS:Distributed

data Processing System)用として開発したリレーショナル

形データベースの構造及び特長について述べる｡

8 RDBFの開発

小形計算機では,取り扱うデータを部門ごとにファイルと

して管理,運用している｡このため,各部門間で同じような

データをもち.ファイル容量の増大を招いている｡また,プ

ログラムがデータ構造に依存しているため,データ構造の変

更に対してフロログラムも修正しなければならない｡RDBF

(RelationalDatabaseFacility)は小形計算機向けに,これら

デ‾タを一元管理することで,ファイルとプログラムの有効

活用を図る目的で開発を行なった｡

RDIiFでは,ファイルの論理的な構造を2次元のテーブル

形式(表形式)で表現し,それぞれのユーザー(プログラム)が

必要とするとき利用したい形式で,データを取り出すことが

できる｡リレーショナル形データベースファイルを利用すれ

ば,使用する部門の業務内答に依存しないファイルを構築で

きる｡例えば,氏名,経歴,給与から成るファイルを作成し,

人事プログラムでは氏名,経歴を,給与計算プログラムでは

氏名,給与を利用するという定義を行なうことで,それぞれ

同一ファイルから独立した業務を行なうことができる｡

RDBFの開発目的を以下に述べる｡

(1)単純で分かりやすい表形式のデータ構造である｡

(2)データの定義とプログラムが独立している｡

(3)複数ファイルから必要なデータを,複数ファイルである

ことを意識せずに取り出せる(論理ファイルの概念の導入)｡

(4)データヘのアクセスを従来のファイルの概念と同様にし,

コード単位で行なえる｡本来のリレーショナルデータベース

蛭川壮-* 5∂∠｡ん∫〃iγ〟ん｡ぴα

柴 勉** rざ加よ｡m以5ん加

では,関連データの集合に対してか一つのアクセス単位とな

つているが,実用上の観点からRDIiFではレコード単位とす

る｡

(5)COBOLなどの言語でも簡単にプログラムが作成できる｡

田 RDBFの概要

RDBFで扱うデータベースは,テーブル形式で表わされた

ファイルから構成されており,その構造は多種多様な処理の

要求に応じられるようになっている｡データベースのファイ

ルには,論理的な仕組みから見たファイルと実際のデータな

どの格納方式を示す物理的な仕組みから見たファイルがある｡

図=にデータベースの構成を示す｡

3.1 データベースの論理的仕組み

データベース､のファイルを論理的な仕組みから見ると,物

論王里的構成

物王里ファイル

論理ファイル

物理的構成

データファイル

ディクショナリ

フ ァ イ ル

ログファイル

インデックス

物理ファイルの

定 義 情 報

論理ファイルの

定 義 情 報

図lデータベースの構成 データベースの構成には.物理的仕組みか

ら見たものと論理的仕組みからみたものがある｡
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理ファイルと論理ファイルの2種類に分けられる｡物理ファ

イルは,現実にデータを格納しているファイルであり,論理

ファイルは,物理フ7イルに格納されているデータをその物

王里的表現とは異なるレコード様式で処理するために,物理フ

ァイルから特定のフィールドを取り出したり,フィールドの

並び順を変更したり,あるいは複数の物理フ【アイルを結合し

たりして構成した仮想的なファイルである｡

(1)物理ファイルの構造

物理ファイルは,実際のデータをもつファイルであり,デ

ータをレコード単位で到着順に格納している｡レコードは,

レコード長,制御情報及び幾つかのフイ”ルドから成り立っ

ており,同一物至里ファイル内ではフィールドの並びはすべて

等しい｡図2にレコードの形式をホす｡

(2)論理ファイルの構造

論理ファイルは,実際のデMタをもたない似想的なファイ

ルであり,物理フ7イルを基に作成する(,-一つの論理ファイ

ルは,最大8偶の物理ファイルを基に作成できる｡また,一

つの物理ファイルからは,最大64個の論理フ7イルを作成で

きる｡

論理ファイルには,一つの物理フ7イルからデーー｢タを取り

出すものと,複数の物玉里ファイルのデータを結†ナして取り出

すものかある｡前者を射影による論理ファイル,後者を結イナ

による論理ファイルという｡

(a)射影による論理ファイル

射影による論理ファイルは,物理ファイルの仕息のフィ

ールドを取-)出し,並び替えたものである｡したがって,

論理ファイルのレコ【ドと物理ファイルのレコードは,1

対1に対応する｡図3に射影による論理ファイルを示す｡

(b)結合による論理ファイル

結合による論王翌ファイルは,異なる物理ファイルの共通

なフィールドの値を基に,レコードを結合して取r)出した

フ7イルである｡結合に用いる共通フィールドを結合フィ

ールドという｡

物理ファイルの結合方式は,次に述べるとおりである｡

(i)結合フィールドの値が一致したレコードが複数あると,

そのすべての組合せでレコードを結合して取り出す｡

(ii)結合フィールドか一致したレコードがないと,そのレ

コードは無視する｡

レコード中のフィールドの並び順や取捨選択は自由である

が,結合フィールドは論理ファイルのレコード中に取り込

んでおく｡また,結合フィールドには前もってインデック

スを作成しておく｡図4に結合による論理ファイルを示す｡

3.2 データベースの物理的仕組み

データベースは,物理的にはディクショナリファイル,デ

ータファイル及びログフ7イルから成っている｡物理ファイ

=4<J≦15,360バイト)

レコード長制御

情報 フィールド1 フィールド2
フィールトi

(1≦几≦255)

L土
システムが使用する2バイトの領域である｡

レコード長領域及び制御情報領域も含んた
レコード全体の長さを格納する2バイトの領
域である｡

図2 レコードの形式 データベースに格納するレコードの形式は可変

長レコード形式である｡
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(a)物理ファイル
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(b) 論理ファイル
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注:省略フィールドを論理ファイル

に取り込むと,そのフィールドの

値は(00･･･00)16として取り扱う｡

区13 射影による論王里ファイル 基となる物王里ファイルから必要なフ

ィールドだけを取り出して,論理ファイルを作成する｡

(a)物理ファイル (b)物理ファイル

*結合フィールド *結合フィールド

/】 Al Bl C† /ご Xl Cl

JI A2 B2 C2 /■2 ×2

/`t A3 B3 /ご 〆3 C4

J】 A4 B4 C4

(c)論理ファイル

*結合フィールド

/:i Cl Al ヾ1 Bl

J.1 (00‥･00)川 A3 ぺ2 B3

ノー C4 A4 ×3 B4

図4 結合による論理ファイル 複数の物理ファイルに対し,結合フ

ィールドを基にレコードを結合Lて,論理ファイルを作成する｡

ルや論理ファイルのデータ定義情報及びインデ､ソクスは,デ

ィクショナリファイルに格納し,データはデータファイルに

格納する｡また,更新履歴情報は,ログファイルに格納する｡

ディクショナリファイルは,システムにただ一つだけ存在

するファイルであり,すべての物理ファイルや論理ファイル

のデータ定義情報及びインチ､ソクスを格納している｡データ

定義情報は,一つの物理ファイル又は論理ファイルに対する

データ定義情報を1レコードとし,階層形索引構造となって

いる｡インデ､ソクスは,キーフィールドの値を指定してデー

タをアクセスする場合に用いる索引であり,一つの物理ファ

イルに対して9個作成できる｡このうち一つは必要インデッ

クスとして物理ファイル定義時に指定する｡これを主インデ

ックスという｡これに対し,物埋ファイルを定義した後で必

要に応じて作成,削除できるインデックスを副インチソクス

という｡主インデックス及び副インデックスとも最大5個の

キーフィールドを合成して作成できる｡このキーを合成キー

という｡合成キーは,キープイールドの値が重複するデータ

のとき有効となる｡論理ファイルのインデックスは,基とな

る物理ファイルのインデックスのうち,キーのフィールドが
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論理フ7イル中に収り込まれているインデックスである｡

データファイルは,ファイルの先頭からアクセスする順処

理と,指志されたインチソクスによる乱処理に効果のある相

対編成ファイルである｡図5にディクショナリファイルとデ

ータファイルの関係をホす｡

ログファイルは,

を行なった場合に,

ログフ1フィルは,

ディクショナリファイル

テMタ〈ミーースに対して出力系のアクセス

その履歴情報を格納するファイルである｡

システムにただ一つだけ存在する｡

ディレクトリ

ディクショナリ

インデックス

データファイル

ディレクトリ

物理ファイルのデータ

インデックスには,キー

の値とそのキーをもつ

レコードのデータファ

イルの相対ポインタが

登録されている｡

テイクショナりファイル,データファイル共その領域はページというある一定の大きさで

細分化し,これをビットマップにより管理している｡したがって,テイクショナりや

インデックス,物理ファイルのデータなどで領域が必要となったとき,必要な大きさ

の領域をシステムがダイナミックに割り当てる｡

図5 ディクショナリファイルとデータファイルの関係 ディク

ショナリファイルには,データ定義情報及びインデックス情報を格納L,デー

タファイルにはデータを到着順に格納する｡

機密保護

ロギングリカバリ

排他制御

ヽ

図6 RDBFの特長

RDBF

の特長

保守性の良い

システム
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信根性

●ディクショナリに

よるデータ定義

情報の一元管理

マルチインデックス

機能

論王里ファイル俊能

′

高度な

データ

操作性

注:略語説明

RDBF(Reねtional
D∂tabase

Faclllty)

RDBFはだれにでも高度なデータ操作ができ,デー

タの独立を保障L,しかも高い信頼性を保証することを特長とLている｡

伝票コードを
キーとして

検索,更新

売上戎ル⊥

商品名⊥数量
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検索,更新

/

顧客名をキー
として

検索,更新
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伝票

コード
商 品 名 数量 顧 客 名

COl カラーテレビ 2 A電器

CO2 ステレオ 10 B商会

CO3 ステレオ 6 A電器

CO4 カラーテレビ 4 Cデパート

売上商品ファイル

マルチインデックス機能

商品ファイル

商 品 名 単 価 在庫量

カラーテレビ 145,000 14

ステレオ 97,000 21

伝票

コード
商 品 名 単 価 数量 在庫量 顧客名

COl カラーテレビ 145,000 2 14 A電器

CO2 ステレオ 97,000 10 21 B商会

CO3 ステレオ 97,000 6 21 A電器

CO4 カラーテレビ 145,000 4 14 Cデパート

+･Y==ノ

伝票コードを
キーとして

検 索
論‡里ファイル機能

図7 データベースに対する多面的･論理的アクセス 論理ファ

イル機能,マルチインデックス機能を用いて,高度なデータの操作ができる｡

田 RDBFの特長

RDBFは,専門知識をもたないオフィスのユーザーでも簡

単に使えるように,特に使いやすさを重視したデータベース

システムであり,ユーザーの作成した業務プログラムやACE3

(Available Command Language for End Users3)を用いて,

オフィスの業務で必要な多くのデータを,簡単に蓄積したり
検索したりできる｡図6にRDBFの特長を示す｡

(1)高度なデータ操作性

論理ファイル機能及びマルチインチソクス機能により,多

面的･論理的な検索ができるため,ファイルやプログラム数

が削ぎ成できる｡また,プログラムのロジックも簡略化できる｡

図7で,売上ファイルには検索,更新目的に応じてインデ

ックスが作成してあるため,分類処理を行なうことなくデー

タ処理ができる｡また,売上商品ファイルを一つのファイル

として作成するのでなく,これを正規化して売上ファイルと

商品ファイルの二つに分解し,必要なときに組み合わせて使

用することによリデータの冗長性をi成らすことができる｡

(2)保守性の良いシステム

データベースを運用中に,業務の拡張などによりデータベ

ースの構造上の変更が必要となることがある｡これに伴って,

業務プログラムも変更しなければならないとすると,これは

大きな負担となる｡RDBFは,この問題を射影による論理フ

ァイルとディクショナりファイルによ-)解i失している｡この

例を図8に示す｡この例では,売上ファイルから商品名,顧

客名のフィールドを耳丈り出した論理ファイルを定義し,この
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このフィールドを追加

売上ファイル 売上ファイル ⊥
伝票

コード
商 品 名 顧 客 名

変
更

■■

ヽ

ノ′

ヽ

伝票

コード
商 品 名 数量 顧 客名

COl カラーテレビ A電器 COl カラーテレビ 2 A電器

CO2 ステレオ B商会 CO2 ステレオ 10 B商会

CO3 ステレオ A電器 CO3 ステレオ 8 A電器

CO4 カラーテレビ Cデパート CO4 カラーテレビ 4 Cデパート
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射影による論理ファイル

商品 名

カラーテレビ

ステレオ

ステレオ

カラーテレビ

顧客名

A電器

B商会

A電器

Cデパート

業務

プログラム

論理ファイルは,実際の

データはもたない仮想的

なファイルであり,その

定義情報だけがディクショ

ナリに登録され一元管理
されている｡

業務プログラムでは,論理

ファイルだけを意識すれ
ばよい｡

図8 論理ファイル機能による保守性の向上 物理ファイル(売上

ファイル)に変更があっても,論理ファイルに変更がなければ業務プログラム

を変更する必要はない｡

論文

触法放出安解竣

論理フ7イルを業務フ､ログラムでアクセスしていたとする｡

業務変‾掛二より売上フ7イルに売†りこげた商品の数量に関す

る情報が必要になった場合,論理ファイルをアクセスしてい

る業務プログラムで取り扱う情報に変更はないため,プログ

ラムを変更する必要はない｡ディクショナリファイルに登録

してし､る論埋フ7イルの定義情報だけを変更すればよい｡

(3)高い信相性

(a)ログ情報を取得する機能を備えているため,万一障害

が発生しても,容易に復IH処理ができる｡

(b)共通のデータベースに対する複数グ)ユーザーからの検

索,更新の処理を制御する機能を備えているため,誤って

特定の情報を同時に更新した†)することのないように排他

制御ができる｡

(C)ファイル単位の機密保護だけでなく,フィールド単位

にも機密保護ができるため,データベースをきめ細かく管

理できる｡

l田 結 言

今回開発したRDBFは,2次元のテーブル形式で表現する

分かりやすい構造をもつリレMショナル形デ【夕べースであ

る｡また,データ操作が容易で簡単にデータの蓄積,検索か

行なえる特長をもつ｡二の開発で,小形計算機分野でのデー

タベースを利用し,フ7イルとプログラムの有効活用という

所期の目的は達成できた｡二れにより,エンドユ【サーは,

多種多量のデータを効率良く,タイムリーに取1)扱うことが

可能となった｡

今後は更に博し一勝手を良くするため,手段を随時提供して

ゆき,各種のユーザーニーズに応じてゆきたし､と考える｡

音声パケット交換システムにおける遅延適応

制御方式の提案

日立製作所 鈴木三知男･樫尾次郎･他2名

電子通信学会論文誌(B)+66-B7,893～899(昭58-7)

音声パケット交換システムは,音声通信

をパケット交換網を用いて実現しようとす

るものである｡一般に,電話などの会話の

場合,一人の話者が発声している時間は,

通話時間の約40%程度以下であることから,

有音部分であるトークスパート(Talkspurt)

だけをパケット化することで,通信回線の

有効利用が可能となる｡しかし,パケット

交換方式は原理的に待ち行列系であり,従

来の電話交換にはない種々な問題がある｡

筆者らは,音声パケット交換システムを

実現する場合の基本的な問題として,次の

二つを取r)上げて考察した｡すなわち,パ

ケット交換網内のトラヒック量の増減によ

るパケットの網内伝送遅延時間の平均,及

び分散に対して再生音芦品質をどのように

保証するかという問題,並びに受信側が各

トlクスパートの再生をいつ始めるかとい

う再生開始時刻の決定問題である｡

これらの問題に対して,本論文ではパケ

ソト交換網での伝送遅延時間の分布が,負

の指数分布で近似できることをARPAネッ

トワークの実験などから示し,これを前提

として考察している｡

パケットの伝送遅延時間か負の指数分布

に従う場合,各パケットの到着時間間隔の

ばらつきを吸収し,滑らかな音声を再生す

るために必要なジッタ吸収時間nは,乃=

(-10geん)･T㌦ぴとなる｡ここで,T㌦彷は平均

伝送遅延時間であり.たはパケット紛失率

(伝送遅延が大きく再生時刻より遅れ,棄

却されるパケットの割合)である｡これから,

パケット交換網内のトラヒック量が変動し,

平均伝送遅延時間㍍けが変化する場合,パ

ケット紛失率を一定として音声品質を保障

するためには,ジッタ吸収時間を変化しな

ければならないことになる｡平均伝送遅延

時間Tm打を求める方法として,本論文では,

受信側で音声パケットの送信間隔と同じに

なる時間を発生し,各到着パケットをその

時間と比較することで求め得る方法が示さ

れる｡

これらの考察結果を踏まえ,遅延適応制

御方式が提案されている｡本方式は,基本

的な問題に対応して,内容的に二つから構

成されている｡一つは,パケット交換網内

のトラヒッタ量の時間的な変動に対応する

ために,各トークスパートごとに求められ

るジッタ吸収時間を,次のトークスパート

のジッタ吸収時間として適用していく方式

である｡この方式によr),パケット網内の

トラヒッタ量が変動しても,パケット紛失

率を一定とすることが可能となr),音声品

質が保証できる｡他の一つは,各トークス

パートの再生開始時刻の決定を,複数のパ

ケットの到着時刻から求める方法であり,

再生開始が著し〈遅れる確率を減少する｡

最後にこれらの効果について､シミュレlシ

ョン及び数値計算から各々確認されている｡

㍊速姦荘
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